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は し が き

本報告書 は、平成4年 度文部 省科学研究費補助金奨励研究(A)「 高 等学校

卒業2年 後 における卒業生の科学的態度の変化 に関す る調査研究」(課 題 番号

04780300)の 研究成果報告書 であ り、国立教育研究所 の理数長期追跡研究 グル

ー プの理数長期追跡研究 ブ ック レッ トー021と して刊行 す るもので ある。

国立教育研究所科学教育研究 セ ンターを中心 と した理数長期追跡研究 グル ー

プでは、 プロジェク ト 「理科 および算数 ・数学の到達度 とそれに影響を与え る

諸因子 との関連 に関 する長期 的追跡研究」を昭和61年 に発足 させ た。本 プロジ

ェク ト研究 は、理科 と算数 ・数学 の到達度 とそれ に影響 を及 ぼすと思われ る諸

因子 に関 して、初年度 は小学校5年 生、 中学校2年 生 、高等学校2年 生を対象

に調査 を行 い、次年度以降は年 次繰 り上 が りで縦断的な調査 を実施す る ことに

より、小 ・中 ・高等学校か ら大 学および社会人 に至 るまでの理数 に関す る学習

お よび科学的態度 に対 する寄与 お よびその質的変容についての分析 を試み るこ

とを 目的 と している。

本報 告書 では、理数長期追跡研究 プロジェク トの一環 として、高等学校第2

学年およ び第3学 年 の平成元 ・2年 度 に調査 を受 けた母 集団3の 卒業生 を対象

に、卒 業2年 後 の時点 で郵送票に よる調査 を実施 した結 果の第一次集計 につ い

て まとめた。 この調査 は6都 県の公立高校7校 および国立高校1校 の卒業生1305

名 に対 して実施 され、回答のあ った288名 のデー タにっいて集計 ・分析 した。 こ

れ まで刊行 して きた学校 における調査の報告書で は、公立学校 のデー タにつ い

て のみ取 り扱 って きたが、本報告書では回収率が23%と 予想を大 きく下回 った

ため、国立高校卒業者 のデー タも合わせて集計 した。 したが って、今回 の郵送

票調査の結果 については本調査の報告書の結果 と整合性 が保たれていない こと

をお断 りしてお く。内容等 につ いて、忌揮 のない ご意見や ご指導 、 ご叱正 を賜

れれば幸甚 である。

また、集 ま ったデータの整理等 につ いては、泉直子、熊岡昌子、斎 藤文子、

鈴 木睦子 、山田ちえ子 さん にお世話 にな った。その他、調査 に回答 して くれた

卒業生諸君 に対 し、 ここに感謝 申 し上 げる次第であ る。

平成5年3月

研究代表者

猿 田 祐 嗣
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.調 査の概要

1.調 査 目的

「理数長期追跡研究」 プロジェク トの一環として、高等学校第2学 年および第3学 年時

に理科および数学の到達度 と科学的態度 に関する調査を実施 した母集団3に 対 して、郵送

票による追跡調査を行 う。具体的には、高等学校卒業2年 後の卒業生を対象として、卒業

後の進路状況、学校や職業 に関する質問、科学的活動、科学的態度、科学観等について調

査する。

2.調 査対象および回収状況

調査対象は、母集団3の うち、平成元年度および2年 度本調査のすべての問題 ・質問紙

を受けた東北 ・関東6地 域の公立高校7校 および国立高校1校 の2200名 に限定 し、地域お

よび学校規模を考慮 して系統抽出 し、最終的に調査対象者を1305名 とした。

調査用紙は、返信用封筒を同封 して、平成4年10月 末に一斉に郵送 された。調査用紙の

宛先は、調査対象の卒業生が高等学校第3学 年時の連絡先住所 としたが、宛先不明で戻っ

てきたものが28通 あった。送付数および回答数を次の表に示す。ただ し、回収率は、それ

ぞれ回答数を(送 付数 一宛先不明)で 割 った ものである。1月10日 現在、288名か ら回答が

寄せ られ、回収率は23%で ある。

合計

男性

女性

公立

国立

母集団3

2200名

1116

1084

1870

330

送付数

1305名

633

672

1099

211

宛先不明

28名

16

12

is

io

回答数

288名

120

iss

194

94

回収率

22.6%

19.4

25.0

i8.o

46.8

3.調 査 時期

調査の時期は平成4年11月 の1か 月間 としたが、11月 末までに返送されたのは230通 、

12月末 までに新たに57通、年を越 して平成5年1月 にも1通 が返送された。

4.調 査 内容

巻末に実際に用いた調査用紙を掲げた。その内容を大 まかに分けると、卒業後の進路状

況、就職者 に対する現在の職業の状況、進学者に対する現在の学校での状況、科学や数学

に関する活動、科学的態度、科学観、数学および理科の問題 に直面 したときの態度、等か

らなっている。
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ll.調 査の結果 と考察

1.卒 業生の進路状況および職業観について

(1)現 在の状況

郵送票の回答者の高等学校卒業後2年 目の秋の段階での状況は、大学 ・短大に在学者が

約70%で 、残 りの約30%の うち在職者が約10%、 専修学校等の者が約10%、 進学浪人中の

者が約10%で ある。

文部省などの資料による同年令の集団の進学率 と比較すると、大学 ・短大等の進学者の

割合がかなり高い。 これは国立高校卒業 の回答者が全体の回答者の約30%を 占めているこ

とに起因 してお り、それを除けば、同年齢の平均的な集団に近い値になると推測 される。

男女の違 いで目立つのは、男性が女性 に比べて進学浪人中の割合が高いことである。

(2)職 業選択に対する考え方

職業を選ぶときにどのような考えで、あるいはどのような意識で、職業を選ぶかを尋ね

た ものである。回答結果をそれぞれグラフに示す。

社会奉仕型の職業を選ぶか自己充足型の職業を選ぶかを尋ねた質問では、全体では、や

や自己充足型を もとめる者の割合が高 い。男女別にみると、男性は自己充足型を求める者

の割合が高 いが、女性は社会奉仕型 と自己充足型 とがほぼ同 じ割合である。

仕事に打 ち込める職業を選ぶか余暇を楽 しむための時間の持てる職業を選ぶかを尋ねた

質問では、全体では、やや前者を求める者の割合が高い。男女別にみると、男性は仕事に

打 ち込める職業を求める者の割合が高 いが、女性は仕事重視型 と余暇重視型とがほぼ同 じ

割合である。

将来の昇進を重視するか家庭生活を重視するかを尋ねた質問では、全体では、後者を求

める者の割合が高 い。男女別にみると、男性 は将来の昇進を重視する職業を求める者の割

合がやや高いが、逆に、女性 は将来高い地位につけることより、幸福な家庭のつ くれる職

業を求める割合がかなり高 い。 この質問では、男女の職業に対する考え方の違いがはっき

り出ているよ うである。

能力の発揮できる職業を選ぶか安定 した職業を選ぶかを尋ねた質問では、全体では、前

者を求める者の割合がかなり高い。男女別にみると、男性 も女性 も同 じように、安定 して

いなくても能力の発揮できる職業を求ある者の割合が高い。



科学や数学が必要な職業を選ぶか科学や数学が必要でない職業を選ぶかを尋ねた質問で

は、全体では、やや後者を求める者の割合が高い。男女別にみると、男性は科学や数学が

必要な職業を求める割合がかなり高 く、科学や数学が必要でない職業を求める者の約2倍

になっている。逆に、女性は科学や数学が必要でない職業を求める者の割合がかなり高 く、

科学や数学が必要な職業を求める者の約2倍 になっている。男女の違いがはっきりしてい

て、男性に比べて、女性の方が科学や数学 に対する一種のアレルギーをもっている人が多

いことを示 しているように思われる。

(3)自 分に適 した職業

自分に適する職業を尋ねた質問である。

次に示す表は、回答者が適 していると思 うと答えた職業の うち割合の高い上位のものを、

全体、男性、女性それぞれについて抜 き出 したものである。括弧内は回答者の割合(%)

を示 している。



全体でみると、事務の職業が18%と 割合が最 も高い。次が技術者 としての職業である。

男性が適 していると思 っている職業のうち、その割合が最 も高いのは技術者としての職業

で28%と かな り高い。次が大学教官 ・研究者である。事務の職業 も13%と 高いが、全体の

回答と比較するとやや低 くなっている。女性が適 していると思 っている職業は、事務の職.

業が22%と かなり高い。次が教員である。注目すべきは、女性の8%が 技術者にむいてい

ると思 っているということである。

(4)就 業者あるいは内定者の職業

現在職業 についている人、または就職が内定 した人に、職業の業種を尋ねた質問である。

回答者は全体の21%(61人)で 、この内訳は在職者(家 事手伝いおよびアルバイ ト・パー

トを含む)が 約半数(29人)で 、就職内定者が約半数(32人)で ある。

回答者61人 を基にすると、事務の職業32%、 販売の職業16%、 医療保険技術者 としての

職業15%、 サービスの職業13%、 技術者 としての職業10%が 割合の高い職業である。これ

以外の職業は14%で ある。また、男女別に見 ると、男性は販売の職業と事務の職業の割合

が高 く、女性は事務の職業 と医療保険技術者 としての職業の割合が高い。

(5)現 在の職業 に対する評価

現在就いている職業に対する評価を尋ねたものである。

回答者である在職者(家 事手伝いおよびアルバイ ト・パー トを含む)29人 を基に考える

と、職業 に対する評価の割合は次のようになる。回答者数が少なく、はっきりしたことは

分からないので、回答の割合で傾向だけを示 したい。

希望の職業 についている人は、全体で69%で 、希望の職業についていない人は31%で あ

る。希望職業 についている人の半数以上 は職業の内容 も満足 しているが、半数近 くは職業

の内容に満足 していない。希望職業についていない人 も、半数以上の人が職業の内容 に満

足 しているが、半数近 くは職業の内容 に満足 していない。



2.進 学者 の進学 状況、数学 ・自然科学科 目の受講状況 および受講理 由につい て

(6)大 学 ・短大 ・専修学校等での専攻

18の専攻の うち、5%以 上の回答があった専攻は八つであり、それ らを回答率の多い順

にあげると、工学系(15%)、 文学系(12%)、 商学経済系(8%)、 法学系(7%)、

医歯薬学系(6%)、 語学系(6%)、 その他(6%)、 教員養成系(5%)で ある。

男女差についてみると、男子で多いのは工学系(26%)、 商学経済系(10%)、 女子は

文学系(13%)、 語学系(8%)で ある。工学系は男子26%、 女子7%で あり、男子が多

い。農林水産系は男子7%、 女子が1%と やや男子が多い。逆に、医療技術 ・看護系は男

子1%、 女子8%、 家政系は男子0%、 女子6%、 語学系は男子3%、 女子8%と いずれ

も男子はほとんどいないのに対 し、女子が数%い る。

(7)学 校選択の基準

学校選択の基準を多い順にあげると、希望の専攻(学 科など)が ある(40%)、 総合的

な学業成績に適 している(19%)、 希望の職業にっ くのに有利である(14%)、 自宅通学

が可能である(6%)、 その他(6%)、 校風が好 きである(5%)と なる。

男女差についてみると、総合的な学業成績に適 しているは男子が29%、 女子が13%と 男

子が高い。他の基準については男女差はない。

(8)専 攻選択の基準

専攻選択の基準を多い順にあげると、興味のあった(好 きな)科 目(40%)、 希望の職

業 に関連(28%)、 成績 も良 く、好 きであった科目(13%)、 その他(7%)、 成績の良

かった科目(2%)で ある。興味が一番大 きな要因 となっている。

男女差についてみると、興味のあった(好 きな)科 目は男子が45%、 女子が37%と やや

男子が高 く、希望の職業に関連は男子が23%、 女子が31%と やや女子が高 い。

(9)現 在の専攻に対する評価

現在の専攻が希望のものであったか、また、内容に満足 しているかどうかの二つの側面

の評価を聞 くものである。希望の専攻であり、内容 も満足 している者は40%と 最 も多い。

次に多いのは、希望の専攻であったが、満足 していないであ り、26%で ある。希望の専攻

ではないものは、満足 ・不満足あわせて12%で あり少ない。現在の内容に満足の割合は47

%で あり、一方、不満足は31%で ある。

男女差については、特にない。

(10)数 学の受講

大学 ・短大 ・専修学校等での数学受講は、一般教育科目でだけ受講が30%、 専門教育科

目で も受講が22%、 受講 しないが38%、 無答が12%で ある。すなわち、数学を受講 した、

あるいは受講する割合は約半数である。

男女差にっいてみると、数学を受講 しない男子は26%、 女子 は46%と 女子の割合が高い。
一般教育科 目での受講は男子32% 、女子28%と 差はないが、専門科目での受講 は男子が33
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%と 高 く、一 方、女子 は14%と 低 い。

(11)数 学受 講 の目的

大 学 ・短大 ・専修学校等 での数学受講 の 目的 を多 い順 にあ げる と、必修 であ るか ら(28

%)、 考 え方 を身 につ けるた め(14%)、 その他(10%)、 社会 のいろい ろな面で役 に立

つ か ら(8%)、 試験 に役 に立っか ら(5%)で あ る。無 答が36%と 多 か ったが、前述 の

質問 で、数学 を受講 していな いと回答 した者が38%い るので、 これに対 応す るので あろ う。

そ こで、無答 を除 き、五 つの選択肢 への回答 を100%と 変 換 し、 それ らの割 合 につ いて

小5か ら高3、 そ して郵送票(大 学等)ま でを比べ たのが下 図で ある。小5・ 中2・ 高2

は1989年 度、小6・ 中3・ 高3は1990年 度 、中1・ 高1は1991年 度 のデー タで ある。

数学の勉強・受講 目的

社会で役 に立つからという理由は小5か ら中2ま では約60%と 多いが、中3以 降減少 し

高3で は31%、 そして大学等ではわずか13%に なって しまう。逆に大学等で増えているの

は、数学が必修であるか ら(44%)で あり、 この割合は高3の17%に 比べて、急激に増え

ている。考え方を身 につけるため、試験に役に立っ、その他、についてはそれほど大 きな

変化はない。

なお、 これ らの目的にっいて特に男女差はない。



(12)自 然科学の受講

大学 ・短大 ・専修学校等での自然科学(数 学関係を除 く)受 講は、一般教育科 目でだけ

受講が48%、 専門教育科目でも受講が25%、 受講 しないが16%、 無答が12%で ある。すな

わち、自然科学を受講 した、あるいは受講す る割合は7割 を越える。前述の数学受講が5

割なのに比べて高い。

男女差 についてみると、自然科学を受講 しない男子は12%、 女子は20%と やや女子が高

く、一般教育科 目での受講は男子45%、 女子49%と 差はない。専門科目での受講は男子が

33%と 高 く、一方女子 は19%と 低い。

(13)自 然科学受講 の 目的

大学 ・短大 ・専修学 校等で の 自然 科学受講 の 目的 を多 い順 にあげ ると、必修 であ るか ら

(34%)、 考 え方 を知 る ことが大切 だか ら(21%)、 社会 のいろい ろな面 で役 に立 つか ら

(11%)、 考 え る力 がつ くか ら(6%)、 試験 に役 に立つ か ら(2%)で あ る。無 答が26

%と 多 か ったが、前述 の質問 で、 自然科学 を受講 して いない と回 答 した者 が16%、 及 び無

答が12%い るの で、 これ に対応 す るので あろ う。

そ こで、無答 を除 き、五つ の選択 肢への回答 を100%と 変換 し、 それ らの割合 について

小5か ら高3(た だ し中1、 高1に は この質問項 目はな い)、 そ して郵送 票(大 学等)ま で

を比 べたのが下図 であ る。小5・ 中2・ 高2は1989年 度、小6・ 中3・ 高3は1990年 度 の

デー タであ る。



社会で役に立つからという理由は小5で38%、 高3で27%と 少 しずつ減少 しているが、

大学等ではわずか15%に なって しまう。逆に大学等で増えているのは、自然科学が必修で

あるから(46%)で あり、この割合は高3の21%に 比べて、急激に増えている。考え方を

知ることが大切だから、試験に役に立つ、はともに大学等で高3よ りも減少 している。考

える力がつ くか らについてはそれほど変化はない。

これらの目的についての男女差をみると、考え方を知 ることが大切だからは、男子が26

%、 女子は17%と 男子が高いが、その他の目的について男女差はない。
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3.日 常生活 におけ る数学 ・科学 に関す る活動状況 につ いて

(14)テ レビ・ラジオの科学 ・数学番組の視聴

テレビやラジオなどの科学や数学に関する番組の視聴について、その頻度を尋ねたとこ

ろ、 グラフに示 したように、全体では 「ほとんどない」 という回答が最 も多 く、約半数の

47%を 占めている。視聴 している者でも、月に1回 であまり頻度が多 くない者が27%で 、

週に1回 以上視聴する者は27%で ある。男女別の結果からは、男性の方が女性 よりも幾分

視聴 している者が多いとい う傾向がみられる。

(15)科 学 ・数学 ・コ ンピュー タ関 係雑 誌の購読

科学 や数 学、 コ ンピュー タに関 す る雑誌 の購読 について、 その頻度 を尋 ねた と ころ、 グ

ラフに示 した よ うに、読 まない者 が全体の71%に 達 す る。 それ に対 して、定期的 に読 む と

い う回 答者 は6%に す ぎない。 しか し、男女別 の結果 か らは、定期的読者 が男性13%、 女

性1%で 、男性 の方 が科学 ・数学 ・コ ンピュー タ関係 に対 す る関心 が高 い ことが わか る。

(16)本 ・新聞 などの科学 ・数学記事への興味

本や新聞などで科学 ・数学関係の記事や内容に遭遇 したとき、どうするかを読む頻度で

尋ねたところ、グラフに示 したように、読まないと回答 した者は全体の17%と 少な く、た

まに読む者が67%、 ほとんど毎回読む者が16%と いう結果が得 られた。男女別にみると、

雑誌の購読 と同様、男性の方が関心が高 く、 ほとんど毎回読む者が女性の8%に 対 して、

男性は27%に 達する。



(17)学 校時代に学んだ理科や数学の知識の職業 ・生活への役立ち

学校で学んだ理科や数学の知識が、現在の職業や生活の中で役立 っているかどうかを尋

ねたところ、グラフに示 したように、 どちらともいえないという回答が全体の58%で 最 も

多 く、役立 っていると回答 した者が27%、 役立 っていないと回答 した者が15%と なってい

る。男女別では、役立 っていないと回答 した者の割合が男性19%に 対 して女性が11%で あ

り、男性の方が女性よりも幾分多い傾向がみ られる。

また、役立 っていると回答 した78名 中、具体的にどんなことに役立 っているかを記述 し

た46名(複 数の事項を挙げた者がいたため、延べ数 としては50件)の 内容をみてみると、

数学に関する事項が16名 、理科に関する事項が15名 、科学的あるいは数学的見方 ・考え方

に関する事項が4名 、その他の事項が15名 となっている。それ らを紹介すると、

[数学に関する事項]

日常の計算、三角関数、分数、線形代数が構造力学 に必要、大学での経済学の授業に役

立っ、集合の論理、等

[理科に関する事項]

薬品の濃度、電気関係の仕事に物理が役立つ、看護学校で物理 ・化学 ・生物が役立つ、

環境問題、薬品やガスの取扱い、コケ、星、料理の際に科学的知識が役立つ、生物が医

学の勉強に役立つ、火山活動や天気図などの報道をみるとき高校時代の地学の知識が役

立つ、植物の栽培や健康に関 して考 えるときに生物が役立つ、化粧品や食物の添加物の

成分を考えるとき役立つ、 スポーッに物理が役立つ、等

[科学的 あるいは数学的見方 ・考え方に関する事項]



ある現象の理由を考えるとき、理屈 っぼ く考えるとき、日常生活で理数的な面から考え

られる

[その他の事項]

家庭教師に役立つ、 クイズ番組をみるとき、等

(18)電 卓の使用頻度

現在、電卓をどの程度利用 しているか、その頻度を尋ねたところ、 グラフに示 したよう

に、全体の約8割 が程度の差はあれ、電卓を使用 している。ほとんど毎 日使用 していると

回答 した者は19%と 全体の約2割 である。男女別にみると、男性 よりも女性の方が使用頻

度が多い傾向が認められる。

(19)コ ンピュー タの使用頻度

現在 、 ワープ ロとしての使用 のみを除いて、 コ ンピュータをどの程度利 用 して い るか、

その頻度 を尋ね た ところ、 グ ラフに示 した よ うに、全体 の3分 の2は コン ピュー タを使 用

していな い。 ほ とん ど毎 日使用 してい ると回答 した者 は全体 の8%に す ぎな いが、男女 別

にみ ると、男性 の15%が 毎 日利用 してい ると回答 したの に対 して、女性 はわずか4%で 、

コ ンピュー タの使用状 況 には男女差 が認 め られ る。

(20)ワ ー プロの使用頻度

現 在、 ワー プロを どの程度利 用 して いるか、 その頻 度を尋 ねた ところ、 グ ラフに示 した

よ うに、全体 の約半数 が使用 して いる と回答 してい る。 しか し、 月に1回 しか使用 しな い

者 が2割 お り、実際 に使用 して いると言 えるのは3割 に満 たない。 また、 コンピュー タと



異なり、ワープロは女性の方が使用 している割合が高いが、ほとんど毎日使用 している者

の割合は、女性が5%に 対 して、男性が9%と 男性の方の割合が高い。

(21)ス ポ ーッ ・趣味 ・ボ ランテ ィアな どの活動頻度

職場や学校 、地域、家 庭 などで、 スポ ーッや趣味、 ボ ラ ンテ ィア活動 な どを どの程度行

って いるか、その頻度 を尋ねた と ころ、 グラ フに示 したよ うに、男女 ともに約6割 が何 ら

かの活動 を行 って いる と回答 して い る。

その具体的 な活動 を記述 内容か らみてみ ると、運動関係 が117名 、音楽 ・美術 関係44名 、

ボ ラ ンテ ィア活 動8名 、 コ ンピュー タの プログ ラ ミング3名 、 その他14名 とな って いる。



4.科 学 的態度 につ いて

ここでは、質問項目(22)の 科学的態度の結果について述べる。

設問(22)は 、自然科学やその学習に対 しての見方を問 う質問項 目群である。 これ らの項

目群は、理数長期追跡研究において態度項 目として調査 して きた内容と重複するものが多

い。そ こで、その際に分析 してきたデータも参照 して検討を加えた。

なお、それぞれの質問は、次の5つ の選択肢により回答を得た。1は 肯定、2は やや肯

定、3は 中立、4は やや否定、5は 否定である。

以下の分析では1と2を 合わせて肯定 とする見方、4と5を 合わせて否定する見方とし

た。

① 性差と理数に関す る項目

3)16)19)25)29)の5項 目は、性差 と理数に関する項目としてまとめることができ

る。 この うち、16)29)は 男女間に差がないとする立場か らの質問項 目で、3)19)25)

は男子を優位 とする立場からの質問項目である。

16)の 専門的な職業につ く必要性への女子の同等性についてでは、男女共に肯定 とする

者の割合が多 く、60%前 後になっている。 また中立 も30%あ り、特に否定の少ない設問で

あった。29)は 科学への興味 についての女子の同等性を問 うものだが、中立とするものの

割合 も含めて肯定、否定 と拮抗 している。 これは、興味 ということで個人の レベルの問題

であり判断が分かれたようである。なお、この結果は本調査2年 次集計 と同様である。3)

の男子 に対す る自然科学の知識の必要性については、男子で も50%を 、女子では60%を 超

えて否定されている。25)の 生れ付 きの能力の優位性にっいては、男女共に否定が40%を

超えている。更に男子では肯定する者が13%程 で性差は無 いととらえているようである。
一方、19)の 科学者、技術者への職業適性の優位性にっいては、男子では中立が47%と 多

く、肯定、否定は拮抗 している。一方、女子は肯定が43%を 超えている。これ らのことか

ら見 ると、職業適性 については、知識や生れ付 きの能力 とい う因子 とは関係なく、性差が

あると考えているようである。

② 情報化社会 と理数に関する項 目

12)13)17)22)の4項 目は、理数長期追跡研究で情報化社会 と理数に関する項 目群と

してまとめ られていた ものである。

12)は 筆記能力の優位性にっいての質問項 目である。女子では89%も の肯定があり、男

子で も78%と 肯定の割合がたいへん高いものである。 この傾向は、過去の在学中の調査で

も見 られたが、実際に社会に出る状況で も鮮明な結果 としてあ らわれている。13)の コン

ピュータの優位性については、男女の差は少な くいずれ も、否定が50%前 後、肯定が20%

程度で、まだ、人間の問題解決能力が コンピュータに優 っているという見方を している。
一方、22)の コンピュータ学習の必要性については、男女共に80%程 度が肯定 している。

13)の 結果と合わせて考えると、コンピュータの問題解決能力の如何に関わ らず、今後の

社会でコンピュータが活用 されるととらえているようである。17)は 、そろばん と数の し
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くみの関連を問 う問題である。中立が47%程 度、否定が33%で 、そろばんが数の しくみの

理解に役立つ ととらえているのでなく、計算の道具 として考えているようである。

③ 教育の重要性 についての認識に関する項 目

1)は 教育の重要性についての認識について問 う設問である。 これについては、明確な

肯定が67%、 肯定全体では90%近 くと圧倒的に多い。 これは理数長期追跡研究で も同様で

あった。

④ 科学と世の中の問題 との関連に関する項 目

2)7)27)28)の4項 目は科学 と世の中の問題 との関連 についての設問群である。2)

は科学の発明 と世の中の複雑 さについての設問、7)は 科学が世界を破壊するという見方

を問 う設問、27)は 科学的な発見の もたらす害についての設問、28)は 科学技術が世の中

の問題の原因 とする見方についてにの設問である。

2)で は、男子 に40%を 超す肯定があるものの、否定 も35%程 あり、全体 としてどちら

ともいえない。7)で は、否定が30%程 度で若干少ないものの、2)と 同様の結果である。
一方
、27)で は、中立の割合が増え、否定 も40%程 度になり、肯定する割合が少ない。28)

は27)と 同様で肯定が男女共 に少ない。 これ らの ことから、科学の発明が世の中を複雑に

していることや、科学が世界を破壊 していくという見方についてははっきりしないものの、

科学の発見が社会に害を及ぼすということや、科学や技術が世の中の問題を引き起 こして

いるという見方については、否定的な傾向にある。

⑤ 理数 に対する価値観に関する項目

4)は 資金投入の価値の設問、24)は 科学関係への予算拡充の是非を問う設問である。

4)で は、否定は男女共に、10%未 満であるが、男子は50%を 超す明確な肯定 を含め、74

%と 肯定が多い。女子は肯定は50%強 でしかない。24)で も、否定の割合が男女共に増え

てはいるが、男子は65%の 肯定、女子は30%弱 の肯定 と4)と 同様な傾向が見 られる。こ

の2問 の回答か らは、全体的には科学へ資金を投入することに肯定的だがその度合いに、

男女の判断の違いが見 られる。5)は 理数 と国の発展 との関連についての設問である。4)

や24)と 同様な傾向が見 られ、国の発展への関連と、資金投入の価値 とに関連が認められ

る。

⑥ 職業と科学的知識の必要性に関する項 目

9)は 就職 と科学関係の知識の必要感についてである。男子では33%が 肯定 し、否定は

20%に 過ぎないが、女子では40%強 が否定 している。19)で 女子が男子のほうが科学者や

技術者に向いていると多 く答えた結果と合わせ、女子 にとってはまだ、科学関係の知識を

必要 とする専門的な職業への就職の割合が低いためであろう。

18)は 職業 と科学関係の知識の必要感にっいてで、9)と 類似 した問題である。9)よ

り肯定する割合が多 く、男女差 もあまり無い。就職 に際 しての科学関係の知識の必要性は、

はっきりしない者で も職業 には必要であると考える傾向にある。
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⑦ 理数 と日常生活 との関連 に関する項 目

10)11)の2項 目は、理数 と日常の生活との関連について問 うものである。10)の 日常

生活の問題を解決するのに役立つか という設問に対 しては、肯定が45%程 度である。11)

の生活 を豊かにするかでも肯定が35%弱 と減少 している。 これは、理数長期追跡研究でも

ほぼ同 じような傾向を示 し、否定はいずれも20%程 で、 「科学は、必ず しも生活が豊かに

なったり、役に立 った りするわけではないが、理数は必要である」 ととらえている意識は

変わらないようである。

⑧ 理数の学習量 に関する項 目

21)30)は 数学、理科の学習内容が多かったかどうかを問 う設問で、21)が 数学、30)

が理科である。 どちらも50%近 く否定的で、学習内容が多かったとは思 っていないようで

ある。細か く見 ると、数学の方が内容が多かったと肯定するものが多 く、理科、数学 とも

に女子の方が多かったととらえる割合が少 し多い傾向が見 られた。 しか し、長期追跡研究

では学年 と共に多いと感 じる割合が増加 し、高3で は理科52%、 数学65%に も達 していた

の と異なる結果 となった。改めて今 までの学校での学習を振 り返 ると違 った見方になるよ

うである。

⑨ 思考 スタイルに関する項目

15)の 突 き詰めて考えることの好 き嫌いは、好 きとする者が50%を 超えている。長期追

跡との比較では、中立の割合が減 り肯定が増えている。今回の調査年令に達 し、突き詰め

て考え る事へ興味が増 したようである。

⑩ その他の項目

以下は、いずれ も理数長期追跡研究では無か った設問である。

6)は 学習場面で電卓を利用することの有用性についての設問で、明確な肯定では27%

の男子に対 し8%の 女子 と大きな差があるものの、全体的には否定、肯定で同様に散 らば

っている。

8)14)は 、人の成功 に対 しての考え方である。8)は 「運である」とするもの。14)

は 「努力による」 とするものである。8)に 対 しては30%程 度の肯定、14)に 対 しては30

%弱 の否定である。他の選択肢の割合を含め、丁度裏返 しの関係になっていて、成功、不

成功に対 しての考え方は、設問の与え方によらず努力することが成功にっながるという考

え方が多いようである。

20)23)は 、科学 との直接の関係は問わない設問である。20)の 国策への市民の影響力

については、概ね肯定的だが、男子43%に 対 し、女子では60%と 男女差が大きい。23)は 、

戦争をなくすことの可能性 にっいてである。男子は50%を 超す肯定であるのに対 し、女子

は肯定、否定共に40%程 度で戦争をな くすことにっいては、どちらともいえないという見

方のようである。

26)の 神秘的なことがらの解明 と科学の関係にっいては、男子は肯定、否定が拮抗 して

いる。女子では明確な否定が28%と 多 く、否定全体では54%を 超えており、神秘の解明に

対 して科学への期待感はあまり持っていないようである。
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5.科 学観 に つ い て

ここでは、質問項 目(23)の 科学観調査の結果について述べる。

郵送票調査には科学観調査項 目が5項 目あ り、その第1は 「科学研究の主要な目的」に

ついて聞 く項 目である。第2～4項 目は身近に接 している環境、科学技術に関 して判断を

問 う項 目であ り、第5項 目は新技術の導入の際の基準について問 うものである。これ らの

項目はいずれ も、学校 において実施されている質問紙調査の中にも含まれている。

以下に、郵送票調査の結果、およびその男女別集計 と、学校で実施 されたきた これまで

の科学観調査の結果(な お、今年度の調査結果については、ブ ックレットー020参照)を 並べ

て図示する。ただ し、郵送票はこれまでの調査 と同一の母集団か ら偏 りな く返送 されたも

のとしてここでは扱 った。

〈科学研究の目的〉

この項目では、図1の とお り、郵送票調査においてもこれまでの調査結果と同様に 「よ

り幸福な生活の供与」 とす る、純粋科学的側面よ りその応用の面を回答 した割合が最 も多

い。次いで、 「事実の発見、収集、分析」が多い。郵送票でこれまでの調査 とやや傾向が

異なると思われるのが 「理論を使 っての解析」であ り、回答割合が16%と 高校 までの結果

よりい くぶん多いのが見 られる。

図1科 学研究の目的



図2科 学研究の目的(男 女別集計)

男女別の集計では、図2の とお り、 「より幸福な生活の供与」が40%程 度 と最 も多いの

は男女共通であるが、それ以外の選択肢では、男子が10～20%と どの選択肢 も近い数値を

示 しており、特徴的である。女子では 「事実の発見、収集、分析」が35%と 多 く、男子の

2倍 の割合を示 してお り、 また、 「絶対的な真理の発見」は4%と 少な く、選択肢により

回答の割合に差が見 られ る。

〈ゴ ミ対策 〉

この項 目では、図3の とお り、いずれの学年で も 「必要最小限のゴ ミだけ出 し、その他

は自分で処理 した り、 リサイクルする」の回答が最 も多いが、郵送票では中学 ・高校に比

べて10%程 度減 る。それに対 して 「現状はがまんす るが、研究を義務付 け、各家庭が料金

や手間は負担する」の回答が学年が上がるに したがって増え、郵送票では 「必要最小限の

r麟 位 ・0く、

図3ゴ ミ対策

図4ゴ ミ対策(男 女別集計)



ゴ ミ」 とほぼ同数の回答 となっている。すなわち、現状肯定の方向への回答に変化 してい

る。 しか し、それでもなお、 「各家庭で処理」を含め、半数は各家庭での ゴミ処理や リサ

イクルに関 して推進する回答を している。

男女別の集計では、図4の とお り、男子がより現状肯定の回答となっており、現状 はが

まんするとい う回答が半数を占める。 また、女子の回答は高校1年 の回答に類似 して自分

で処理や リサイクルするとい う回答が半数を占めてお り、女子の方がより切実にゴミ処理

の必要性を感 じている結果であろうか。

〈自動車 と公害 〉

この項目では、図5の とお り、 「現状 はが まんす るが、技術革新をし、そのため料金が

上がることはがまんする」が小学5年 よ り半数を占めているが、学年が上がるとともに増

え、郵送票の結果 は高校2年 の数値70%よ りさらに10%近 く増えて79%に な っている。 「

必要な車のみ使用する」を加えると9割 近 くにな り、現状を認めつつ も変える必要性を感

じている割合が高い ことがわかる。

男女別の集計では、図6の とおり、 この項 目のみ男女間に差が見 られない。 自動車に関

しては、公害や自動車事故などの リスクも大きいが、その必要性 も高 く認め られており、

社会的評価が定着 している結果 と思われる。

図5自 動:車と公害

図6自 動車 と公害(男 女別集計)



〈原子力発電 〉

この項目では、図7の とお り、全学年をとお して どの選択肢 も変化の割合は少ないが、

「他のエネルギーで不足す る分だけ使用する」の割合が増え、 「現状の割合に し、需要が

増えた ら増やす」が減 っている。郵送票では、制限する方向に回答が変化 し、 「いっさい

禁止」 と 「不足分だけ使用」が半数近 くの48%に 達 している。

男女別の集計では、図8の とお り、男子では、 「原子力発電の開発を促進する」が3割

近 くに上 り、その分 「現状の数に制限する」が減 っている。また、女子の回答では、 「他

のエネルギーで不足する分だけ使用す る」の割合が多 く、4割 に近い。この項 目において

も、 「ゴ ミ対策」と同様に、男子の方が現状肯定型 となっている。

図7原 子力発電

図8原 子力発電(男 女別集計)



〈新技術の導入 〉

この項 目では、図9の とお り、学年が上がるに したが って、 「環境への影響がほとんど

およぼ さないな ら導入する」が中学1年 の48%か ら徐々に減 り、郵送票では31%と なって

いる。それに代わ って 「環境への影響が現在 より少な くなるな ら導入する」が中学1年 の

24%か ら徐 々に増え、郵送票では43%と なっている。また、 「環境への影響 と経済的な面

の利害両面を考慮 して導入を決める」が中学1年 で16%、 郵送票では25%と い くぶん増え

ている。なお、 「新技術の導入はいっさい しない」と 「利益の面を環境への影響よ り優先

させ る」 とす る回答は最大で も10%程 度 と少なかった。

男女別の集計では、図10の とおり、他の項 目とは異な り、男子で 「環境への影響が現在

よ り少な くなるな ら導入する」という回答が62%と 、約3分 の2を 占めている。女子では

「環境への影響がほとんどおよぼ さないな ら導入する」、 「環境への影響が現在よ り少な

くなるな ら導入す る」、 「環境への影響 と経済的な面の利害両面を考慮 して導入を決める

」が類似 した数値を示 し、環境への影響を考慮す る程度が分かれている。

図9新 技術の導入

図10新 技術の導入(男 女別集計)



数学の問題および解 き方について

1)125の20%は い くらですか。 あては まる番号 を一 つ選んで下 さい。

1.6.252.12.503.154.255.50

2)1)に 回答す るたあ に、 あなたは ど うしま したか。 あて はま る番号 を一 つ選

んで下 さい。

1.暗 算で計算 した

2.筆 算で計算 した

3.電 卓で計算 した

4.お よその数 で計算 した

5.そ の他

6.

(24)

郵送票による正答率は98%で あ り、ほぼ全員ができている。過去のデータ(中1は1991

年度、高2は1989年 度)と 比較すると、学年進行とともに、正答率は着実に伸びているよ

うである。ただ し、郵送票調査には国立高校卒業者が含まれているので、その影響 も考え

られる。なお、 「全体」 とは公立学校における調査対象者全員の、 「追跡」 とは1989年 度

から1991年 度まで継続 して調査を受けた公立学校の生徒のデータ(小5か ら中1は2198名 、

中2か ら高1は552名 、高2か ら高3は1975名)で ある。

今回の調査の特色は、計算の答えだけでなくその考 え方を聞いたところにある。暗算で

計算が73%と 最 も多 く、次に多いのが筆算で21%で ある。電卓で計算、およその数で計算

はともに低い。男女別にみると、男子は暗算が84%、 筆算8%と 筆算で計算がほとんどな

のに対 し、女子は暗算64%、 筆算29%と 筆算で計算 した割合が男子に比べ20%以 上 も多い。



(25)1)左 の図 の立 方体を図 の3点A、B、Cを 通 る平面 で切 った ときで きる切 り口

は、 どのよ うな図形 ですか。あて はま る番号 を一つ選 んで下 さい。

1.三 角形2.四 角形3.五 角形4.六 角形

5.1～4の どれで もない

2)1)に 回答 す るた めに、 あなた はど うしま したか。 あてはま る番号 を一つ選

んで下 さい。

1.自 分 で考 えた

2.立 方体 を実 際 に切 って調 べた

3.本 を見 て調 べた

4.他 の人 に聞いた

5.そ の他

郵送票による正答率は82%で ある。過去のデータ(小5・ 中2・ 高2は1989年 度、小6・

中3・ 高3は1990年 度、中1・ 高1は1991年 度)と 比較すると、学年進行 とともに、正答

率は着実に伸びている。小5(こ の時は未学習)の とき、およそ10名 中3名 しか正答でき

なかったが、高3の とき10名 中7名 が正答できるようになった。そして高校卒業後 も正答

率が伸びている。

男女別にみると、男子の方が正答率(四 角形)が 高 く88%で あ り、女子は77%で ある。

典型的誤答である三角形を選んだ割合は男子7%、 女子18%と 、女子が多い。

考え方については、自分で考えた者がほとんどであり、その割合は97%で ある。他の人

に聞いて調べた、立方体を実際に切 って調べた、はそれぞれ数人であった。本を見て調べ

たのは誰 もいなかった。わざわざ文献で調べるよりも身近な問題という認識だったのだろ

うか。なお、男女差は特にない。



7.理 科 の問題お よび解 き方 につ いて

(26)の1)と(27)の1)は 第1年 次(89年 度)本 調査および第2年 次(90年 度)本

調査の生徒質問紙皿と共通項目であるので、それ らの結果 とあわせて考察することとする。

(26)1)恒 星 とは どの よ うな ものですか。

1.た とえば、地球 のよ うに太陽の まわ りを回 って い る天 体

2.た とえば、月の よ うに地 球の まわ りを回 って い る天体

3.た とえば、金星 のよ うに太陽の光 を反 射 して光 ってい る天体

4.た とえば、太陽 のよ うに 自分か ら光 をだ して い る天体

5.た とえば、 ア ン ドロメ ダの よ うにた くさんの星 の集団

2)1)に 回答 す るた めに、 あなた はど うしま したか。

1)に ついて

選択肢4(正 解)の 回答率は、学年が進むに従って順に増加 し、郵送票調査では80%に

達 している。

誤答の回答率は、中学校段階では選択肢1、2、3、5に ほぼ均等に分かれているが、

高等学校段階では選択肢1お よび3が12%前 後であるのに対 し選択肢2お よび5が6～7

%程 度 にとどまってお り、二つに分けられる。そ して、郵送票調査の誤答の回答率が この

「高等学校段階の形」と似たものとなっているが、これは、郵送票調査の対象者を89年 度

の高2お よび90年 度の高3の 調査のすべての問題 と質問紙を受検 した者に限定 したことか

らもうかがえることである。



また、 この点を男女別にみてみると、男性は 「高等学校段階の形」 と似ているが、女性

の方は選択肢4(正 解)の 回答率が男性 に比べて10%程 度低いこともあるが、選択肢1～

3に その回答率が分かれている。

2)に ついて

選択肢1の 回答率が男性で93%、 女性で80%と なっており、ほとんどの者が 「自分で考

えて」回答 している。

選択肢2・3の 回答率が男性で3%な のに対 して女性が16%と 、 「自分で調べて、回答

するという態度」に良い意味での男女の違 いが現れているように思われる。

1)で 選択肢4(正 解)の 郵送票調査の回答率が80%に 達 しているが、この点について

は、2)の 選択肢2と3の 回答率の合計11%は 確実に正解に、また、2)の 選択肢4・5

の回答率4%も 正解につながる可能性が高 くなるわけで、これ らを差 し引いた回答率65～

69%が 、1)の 選択肢4(正 解)を 「自分で考えて」回答 したと考え ることができよう。

鴨も一高湯 および ▽も態高3」 の調査の結果より多少高 くなってい ることは、国立高校の

卒業生が含まれていることを考えると、妥当であろうと思われる。

(27)1)硫 黄 は、常 温で は どんな状態 ですか。

1.気 体2.液 体3.溶 液4.金 属固体5.金 属以外 の固体

2)1)に 回答 す るために、あ なたは どうしま した か。



1)に ついて

選択肢5(正 解)の 回答率は、中2で56%で あり、中3、 高2、 高3は ほぼ横ばいで61

%前 後 となっているが、郵送票調査では71%に 達 している。

誤答の回答率は、選択肢4は 、中2、 中3、 高2、 高3を 通 してほぼ横ばいで15%前 後

となっているが、郵送票調査では12%強 と多少下がっている。

また、中学校段階では選択肢1・2・3に はっきりした差はないが、高等学校段階では

選択肢1・2に 比べて選択肢3の 回答率が低 くなっている。

そして、(27)一1)の 場合 も、郵送票調査の誤答の回答率が 「中学校段階の形」よりはむ

しろ 「高等学校段階の形」と似たものとなっており、やはり、郵送票調査の対象者を 「89
一高2」 および 「90一高3」 の調査のすべての問題 ・質問紙を受検 した者 に限定 したことが う

かがえるようである。

また、 この点を男女別にみてみると、女性の方が選択肢5(正 解)の 回答率が男性 に比

べてやはり10%程 度低いこと、選択肢1の 回答率にかなりの差があるものの、その形 とし

ては 「高等学校段階の形」と似たものとな っている。

2)に ついて

選択肢1の 回答率が男性で91%、 女性で83%と なってお り、ほとんどの者が 「自分で考

えて」回答 している。

選択肢2・3の 回答率が男性で4%、 女性で8%と なっており、(26)一2)ほ どには 「自

分で調べて、回答するという態度」に男女の違いがみ られない。

選択肢4の 回答率が男性で2%な のに対 して女性が7%と 、 「他人に聞いて、回答する

という態度」に男女の違 いが現れているようにも思われるが、一方で、選択肢2の 女性の

回答率が(26)一2)で15%、(27)一2)で7%と なってお り、 この差の8%の うちの多 くが選

択肢4の 女性の回答率の数値に移 ったと仮定すれば、 「自分で調べたが解 らず、他人に聞

いて……」ということになったとも考え られるであろう。

1)で 選択肢5(正 解)の 郵送票調査の回答率が71%に 達 しているが、 この点 について

は、2)の 選択肢2・3の 回答率7%は 確実に正解に、また、2)の 選択肢4・5の 回答率

7%も 正解 につながる可能性が高 くなるわけで、 これ らを差 し引いた回答率57%～64%が 、

1)の 選択肢5(正 解)を 「自分で考えて」回答 したと考えることができよう。

以上の結果に対する分析は、郵送票回答者の 「社会人となっての理数に対す る意識の変

容」にっいての調査 などとともに長期追跡研究を通 して続けて行 くことが望まれる。
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lll.調 査 用紙 お よび反応 率一覧

厘 郵票1}
理 数 長 期 追 跡 研 究

調 査 票

この 調 査 票 の 記 入 の 仕 方

○ 質 問 に対 す る回 答 は 、 す べ て 回 答 欄(各 ペ ー ジの 右 側 に あ る[コ)に 番 号

で 記 入 して 下 さ い。

○ も し も、 ど う して も答 え た くな い質 問 が あ れ ば 、 とば して下 さ い 。

記 入 を終 え た調 査 票 の 返 送 につ い て

記 入 を終 え た調 査 票 は 、 同 封 の返 信 用 封 筒 に入 れ て 正992年11月30日 ま で に 、

国 立 教 育 研 究 所 に ご返 送 下 さ る よ うお願 い しま す 。

この調 査 に 関 す る問 い 合 わ せ 先

国 立 教 育 研 究 所 科 学 教有 研 究 セ ン タ ー 科 学 教 育 研 究 室(猿 田)

〒153東 京 都 目黒 区 下 目黒6-5-22鍛03(3714)Olll内 線350

FAXO3C3714)7073

氏名 ふりがな

旧姓( )

性別

現住所

生年月日

昭和

[]年[]月[]月

1男2女(1か2の ど ち らか を、 ○ でか こん で 下 さい)

ふりがな

T

盈

帰 省 先 住 所(現 住 所 と同 じ方 は 「同 上 」 と記 入 して 下 さ い 。)

ふりがな

T

留

ID 田
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(1)あ なた の現 在 の状 況 に つ いて お 聞 き します。 主 な もの を一 つ だ け選

ん で下 さい。

1.在 職

2.大 学 ・短大 に在学 中

3.専 修 学 校 ・各 種学 校 ・職業 訓 練校 等 に在学 中

4.進 学 を 目指 して 浪人 中

5.家 事 ・家業 手 伝 い

6.ア ル バ イ トまた はパ ー ト

7.そ の他()

(2)現 在 あ なたが 職 業 につ い て い て も、 それ とは関 係 な く、職 業 の選 択

に つ い て、 あ な たの考 え方 は どち らに近 い と思 い ます か 。1)～5)

の それ ぞ れ につ いて、1～5の あ て は ま る番号 を一 つ選 ん で下 さい 。

1)経 済的 にめ ぐまれ な

くて も、 世 の 中の た

め に な る職 業 につ き

た い

い左 左 ど ど 右 ど

るの の ち ち の ち

さ 考 ら ら 考 ら

註 麓 乞 醜
考 近言 言 近君

委 い毒 毒 い査
い

1234

い右
るの

峯註

考

杢

5 世 の 中 の ため に な る
こと よ りも、 経 済 的

に豊 か な生 活 が で き

る職 業 に つ きたい

2)い そ が し くて ゆ っ く

り楽 しむ ため の時 間

が な くて も、 自分 が

その こ とに打 ち込 め

る職 業 につ きた い

1234 5 仕事 は決 まった時間

内に終わ り、楽 しむ
ための時間 を十分持

てる職業につ きたい

3)若 い時 に す こ しは苦

労 して も、将 来 高 い

地 位 につ け る職 業 に

つ きたい

1239 5 将 来高 い地 位 に つ け
る こ とよ り、 平凡 で

も幸福 な家 庭 をつ く

れ る職 業 につ きた い

4)安 定 した 職業 で な く

て も、 自分 の能 力 を

十分 に発 揮 で きる職

業 につ きた い

5)科 学 や数学 を必要 と

する職業につ きたい

1234

1234

5自 分 の能 力 は た とえ

十 分 に発 揮 で きな く

て も、 安 定 した職 業

につ きた い

5科 学 や数 学 を必 要 と

しない職 業 につ きた

い

回答欄

D

□

0

0

n

0
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【集計結果】



(3)現 在 あ なたが 職 業 につ い て い て も、 それ とは関 係 な く、 自分 の興 味

や 適性 か ら考 え て、 以下 の1～14の うち、 どの職 業 が最 も自分 に む い

てい る と思 い ます か。 あて は ま る番号 を一 つ選 ん で下 さい。

1.事 務 の職 業(注 文 や販 売 に つ いて の 文書 をつ くった り、給 与 を

計 算 した り、 い ろい ろ な事務 に従 事 す る職 業 。 会社 、

工 場、 官庁 、 銀 行 、郵 便 局 、駅 な どの事 務 員)

2.販 売 の職 業(商 品 を仕 入 れ た り、 客 と応 対 した りして 商 品 を販

売 す る職 業。 小 売店 や飲 食店 の店 主 、店 員 、 デパ ー ト

の店 員 、 セ ール スマ ンな ど)

3.サ ー ビスの 職業(社 会 の人 々の生 活 の便 利 や 安 全 を はか って、

他 人 に労 力 を提 供 す る職 業 。美 容 師 、料 理 人 の よ うな

個人 サ ー ビスと 自衛 官 、 警 察官 な どり保 安 職 業)

4.技 能 を生 か す職 業(訓 練 と経 験 に よ って技 能 を身 につ け 、 それ

を生 か す職 業 。 運転 手 、 機械 の 組 立工 、 洋 裁 師 、技 術

補 助 員 も ここ に含 まれ る)

5.戸 外 の 職業(戸 外 で働 くこ とを主 とす る職 業。 農 林 、漁 業 に 関

す る職業 が そ の代 表)

6.芸 術 や 娯楽 の 職業(音 楽、美術 、文学 や映 画 、演劇 、演 芸 お よび ス

ポ ー ツ関 係 の職 業 で、特 別 な才 能 や修 業 が必 要 な職 業。

音 楽 家、 芸 術家 、 小説 家、 プ ロ ・スポ ー ツ選 手 な ど)

7.技 術 者 と しての職 業一(専 門 的 、科 学 的 な知 識 を応 用 して、 科学

的 、 技術 的 な業務 に従 事 す る者 で、 電 気、 機 械 、 土 木、

その 他 の技 術 者 な ど)

8.教 員 と しての 職業(幼 稚 園 、小 ・中 ・高 等 学 校 、各 種 学 校 、 そ

の他 の教 育 施 設 に おい て、 教 育 に 従事 す る職 業)

9大 学 教官 お よび研 究 者

10.医 療 保 健技 術 者 と して の職 業(医 師 、 歯科 医 師 、 薬剤 師 、 看護

婦 、 栄養 士 な ど)

11.そ の他 の専 門 的職 業(裁 判 官 、 公認 会 計士 、 新 聞 記者 、 宗 教 家 、
マ ス コ ミな ど)

12.家 事

13.ボ ラ ンテ ィア活動

14.そ の 他()

(4)現 在職 業 に つ い てい る方 、 また は、職 業 が 決 ま った方(内 定 者 を含

む)の み、 答 え て下 さい。

問 い(3)に あ げ た1～14の 職業 の うち、 自分 の職 業 に 最 も近 い職 業

は どれ です か 。 あ て は まる番 号 を一 つ選 ん で下 さい。

(5)現 在 職 業 に つ い てい る方 の み、 答 え て下 さい。 現 在 の職 業 に対 す る

評 価 は どの よ うで すか。 あて は まる番 号 を一 つ選 ん で下 さい。

1.希 望 の職 業 で あ り、 内容 も満足 して い る

2.希 望 の職 業 で は なか ったが 、 内容 は満足 して い る

3.希 望 の職 業 で あ ったが 、内 容 に は満 足 して い ない

4.希 望 の職 業 で な く、 内 容 に も満足 して い な い

□

n

0
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以下 の(6)～(13)の 質 問 に は、大 学 ・短大 ・専 修学 校 等 に 在学 中、

また は、 進学 す るつ も りの方 のみ答 え て下 さい。

(6)大 学 ・短 大 ・専 修 学校 等 での あ な たの専 攻 は、 次 の どの 領域 にλ り

ます か(進 学 予定 を含 む)。 あ て は ま る番 号 を一 つ選 ん で 下 さい。

1.理 学 系

4.農 林 水産 系

7.商 学 経 済系

10.語 学 系

13.保 育 系

16.

2.工 学 系

5.教 員養 成 系

8.文 学 系

ll.体 育 系

14.家 政 系

コ ン ピュー タ ・情 報 処理 系

17.サ ー ビス系(調 理師 、理美 容 師)

18.そ の 他()

3.医 歯薬 学 系

6.法 学 系

9.芸 術 系

12.医 療 技術 ・看 護 系

15.商 業 実務 系(簿 記 な ど)

(7)学 校 は どの基 準 を最 も優 先 させ て 決 め ま した か、 また は、 決 め ます

か 。 あ て は まる番 号 を一 つ 選 ん で下 さい。

1.総 合的 な学業 成 績 に適 して い る

2.校 風 が好 きで あ る一

3.希 望 の専 攻(学 科 な ど)が あ る

4.希 望 の職 業 につ くの に有 利 で あ る

5.自 宅 通 学 が可 能 で ある、 また は、 自宅 に近 い

6.そ の 他()

(8)専 攻 は どの基 準 で 決 め ま した か、 また は、 決 め ますか 。 あ て は ま る

番 号 を一 つ 選 ん で下 さい。

1.成 績 の 良か った科 目に関 連 した専 攻

2.興 味 の あ った(好 きな)科 目に関 連 した専 攻

3.成 績 も良 く、好 きで あ った科 目に関 連 した専 攻

4.希 望 の職 業 に関 連 した専 攻

5.そ の 他()

(9)現 在在 学 中 の方 の み、 答 えて下 さい。現 在 の 専 攻 に対 す る評 価 は ど

の よ うで すか 。 あ ては まる番 号 を一 つ選 ん で下 さい。

1.希 望 の専 攻 で あ り、 内容 も満足 して い る

2.希 望 の専 攻 で は なか ったが 、 内容 は満足 して い る

3.希 望 の専 攻 で あ っ たが、 内 容 に は満 足 して い ない

4.希 望 の専 攻 で な く、 内容 に も満足 して い な い

D

D

D

D
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(10)あ なた は大 学 ・短 大 ・専 修 学校 等 で数学 を受 講 しま した か 、 また は、

受 講 しますか 。 あ て は まる番 号 を一 つ 選 ん で下 さい。

1.一 般 教育 科 目で だ け受 講

2.専 門 教育 科 目で も受講

3.受 講 しない

(IDあ な たは 数学 を何 の ため に受 講 しま した か 、 または 、受 講 します か。

あ て は ま る番 号 を一 つ 選 ん で下 さい 。

1.数 学の大切 な考え方 を身につ けるため

2.数 学 は試験(資 格試験、入社試験 な ど)に 役 に立つか ら

3.数 学は社会のいろいろな面 で役に立つか ら

4.数 学が必修であるか ら

5。 その他()

(12)あ なた は大 学 ・短 大 ・専修 学 校 等 で 自然 科学(数 学 関係 の 科 目 を除

く)を 受 講 しま した か、 また は、 受講 します か。 あ て は ま る番 号 を一

つ選 ん で 下 さい。

1.一 般 教 育科 目でだ け受 講

2.専 門 教 育科 目で も受 講

3.受 講 しな い

(13)あ な た は 自然科 学 を何 の ため に受 講 しま したか 、

すか 。 あ て は まる番 号 を一 つ 選 ん で下 さい。

ま た は、受 講 しま

1.自 然科 学 の 考 え方 を知 る ことが大 切 だか ら

2.自 然科 学 は社 会 の い ろい ろ な面 で役 に 立 つ か ら

3.自 然科 学 を勉強 す る と、考 え る力が つ くか ら

4.自 然科 学 は試験(資 格試 験 、 入社 試 験 な ど)に 役 に立 つ か ら

5.自 然科 学 が 必修 であ るか ら

D

D

D

D
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これ以降の問いには全員が答 えて下 さい。

(14)テ レ ビや ラ ジオな どの科学 や数 学 に関 す る番組 を見 た り、 聞 い た り

しますか 。 あ て は まる番 号 を一 つ 選 ん で下 さい。

1ほ とん ど毎 日

2週 に2、3回 程 度

3週 に1回 程 度

4,月 に1回 程 度

5ほ とん ど見 た り聞 い た り しな い

(15)あ なた は 、科 学 や数 学 、 コ ン ピュー タに 関 す る雑 誌(サ イエ ンス、

科学 朝 日、 ア スキー、Oh!PCな ど)を 読 み ます か。 あ て は まる番 号 を
一 つ選 ん で下 さい 。

1定 期的に読 む

2自 分の関心が あるテーマが掲載 された ときだけ読 む

3読 まない

(16)本 や 新 聞 な どの 中 に、 科学 や 数 学 に関 す る こ とが らが 出 て きた と き、

あ な たは ど う しますか 。 あ て は ま る番 号 を一 つ選 ん で 下 さい。

1ほ とん ど毎 回読 む

2た まに読 む

3読 まな い

(17)あ な たが 学校 で学 ん だ理 科 や数 学 の知 識 は、現 在 、 職 業 あ る い は家

庭 生活 の 中 で 役立 って い ます か。 あて は ま る番 号 を一 つ 選 ん で下 さ い。

1.役 立 っ て い る

(も し具体 例 が あ れ ば、 書 い て下 さい。)

2役 立 って いな い

3ど ち ら ともい え な い

D

□

D

D
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(18)あ な た は、現 在 、電 卓 を どの程 度使 用 して い ます か。 あ ては まる番

号 を一 つ 選 ん で下 さい。

1.ほ とん ど毎 日

2.週 に2、3回 程度

3.週 に1回 程 度

4.月 に1回 程 度

5.使 用 して い ない

(19)あ なた は、 現 在、 コ ン ピ ュー タを どの程 度 使 用 して い ます か。 た だ

し、 ワー プ ロと しての 使用 の み は除 きます。 あて は ま る番 号 を一 つ 選

ん で下 さい。

1.ほ とん ど毎 日

2.週 に2、3回 程 度

3.週 に1回 程 度

4.月 に1回 程 度

5.使 用 して い な い

(20)あ なた は 、現 在 、 ワ ー プ ロを どの程 度 使 用 してい ます か。 た だ し、

コ ン ピュー タを ワー プロ と して使 用 してい る場 合 を含 み ま す。 あ て は

まる番 号 を一 つ 選 ん で下 さい。

1.ほ と ん ど毎 日

2.週 に2、3回 程 度

3.週 に1回 程 度

4.月 に1回 程 度

5.使 用 して い な い

(21)あ な た は、職 場 や学 校 、 地域 、 家庭 な どで、 スポ ー ツや趣 味 、 ボ ラ

ンテ ィア な どの活 動 を どの 程度 行 って い ます か。 個 人 で 行 う活 動 を含

み ます。 あ て は ま る番 号 を一つ 選 ん で下 さい 。

1ほ とん ど毎 日

2.週 に2、3回 程 度

3.週 に1回 程度

4.月 に1回 程 度

5活 動 して い な い

(1～4の 場 合、 その活 動 の名 称 を

教 えて 下 さい)

D

D

D

D
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(22)次 の1)～30)の こ と に つ い て 、 あ な た ご 自 身 の 意 見 を お 尋 ね し ま す 。

あ な た が 各 記 述 に つ い て も し

そ う だ と思 う と きは ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …(肯 定)・ …1

ど ち らか と い え ば そ う だ と思 う と き は ・ ・ …(や や 肯 定)・ ・2

ど ち ら と も い え な い と き は ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …(中 立)・ …3

ど ち らか と い え ば そ う で は な い と 思 う と きは ・ ・(や や 否 定)・ ・4

そ う で は な い と思 う と きは ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …(否 定)・ …5

の 番 号 を 一 つ 選 ん で 、 回 答 欄 に 記 入 して くだ さ い 。

1)学 校 で よい教 育 を受 けて お くこ とは、 大 切 で あ る。

2)科 学 の発 明 は、世 の 中 をあ ま りに も複 雑 に して きた。

3)男 子 は女 子 よ りも よ り多 く自然 科 学(数 学 や 理科)に つ い て知 ってい

る必要 が あ る。

4)科 学 関 係 に お金 を使 う こ とイま、 十 分 に価 値 が あ る。

5)数 学 や 科 学 は、 国 の発 展 に と って非 常 に重 要 な もの で あ る。

6)学 校 で電 卓 を使 えば 、実 際 の複 雑 な デー タ を使 った勉 強 もす る こ とが

で きた と思 う。

7)科 学 の ため に、 世界 が だん だ ん破 壊 され て い く。

8)人 の成 功 不成 功 は運 しだい で あ る。

9)職 業 につ くに は、数 学 や 科学 を よ く知 って い る こ とが 大 切 で あ る。

10)自 然 科学(数 学 や科 学)は 、 日常 生活 の 問 題 を解 決 す るの に役 立 つ 。

i1)数 学 や科 学 を よ く身 につ けれ ば 、 一層 生 活 が豊 か に な る。

12)字 が きれ い な こ とは、 社 会 に 出 た と き有 利 で あ る。

13)コ ン ピュー タは ほ とん どすべ て の 問題 を人 間が や る よ りも上 手 に解 決

す る。

回 答欄

1

2

3

4

5)

6)

7>

8)

9

10)

11)

12

13
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14)一 所 懸 命 に 努力 す れば だれ で も成功 で きる。

15)も の ごと をつ きつ め て考 え て い くこ とが 好 きだ。

16)女 子 も男 子 も同 じ程 度 に専 門的 な職業 につ く必 要 が あ る。

17)そ ろ ばん を使 うと、数 の し くみ が よ くわ か る よ うに なる 。

18)こ れ か らは どの職 業 に も数学 や 科学 の知 識 が必 要 と なる で あ ろ う。

19)男 子 は女子 よ りも科 学 者 や技 術 者 に む いて い る。

20)一 般 市 民 で も、 国 の政 策 に影 響 を与 え る こ とが で きる。

2D学 校 で の数 学(算 数)は 、 学 習 す る内容 が 多 す ぎた と思 う。

22)こ れ か らは、 だれ で も コン ピュー タに つ い て、 な ん らか の勉 強 が 必 要

に な るで あ ろ う。

23)こ の世 か ら戦 争 をな くす こ とは不可 能 であ る 。

24)国 は、 科学 関係 の 研究 に も っ とお金 をか け るべ きで ある 。

25)男 子 は女 子 よ り生 れ つ き数 学的 科 学 的 能力 を も ってい る。

26)こ の世 の 中 の 神秘 的 な こ とが ら も、 い つか は科学 が その 秘密 を解 き明

か す で あ ろ う。

27)科 学的 な発 見 は、 益 よ り害 を多 くもた らす。

28)世 の 中 の問 題 の 多 くは 、科 学 と技 術 が 原 因 とな って い る。

29)女 子 も男子 も同 じ程 度 、科 学 に興味 を持 って い る。

30)学 校 で の理 科 は、学 習 す る内 容 が 多 す ぎた と思 う。

一44一
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15)

16)

17)

18)

19)

20)

21)

22

23)

24)

25)

26

27)

28)
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(23)次 の1)～5)の 各 記述 に対 して あ なた の考 えに最 も近 い意 見 を、

そ れ ぞれ1～5の 中か ら一 つ だけ選 んで下 さい。

1)あ なたの考える科学の研究の主要 な 目的は次の どれに最 も近いですか。

1.自 然 界 に お け る絶 対 的 な真 理 を見 い出 す こ と。

2.自 然 現 象 を、 原理 や 理 論 を使 って解 析 した り説 明 した りす る こ と。

3.自 然 界 につ いて、 で きるだ け多 くの事 実 を発 見 した り、収 集 した り、

分 析 す る こ と。

4。 世界 の 人 び とに、 よ り幸福 な生 活 が で きる よ うな手 段 を与 え る こ と。

5。 世界 を よ り技 術 的 に進 歩 させ る こ と。

2)科 学 技 術 の進 歩 に と もな って、 た とえ ば、 食 品 の包 装 で も、 プラ スチ

ック容器 を使 う こ とで手 軽 に な り、 衛生 状 態 も よ くな って 、生 活 水 準 が

向上 して きま した。 そ の反 面 、各 家 庭 か らさ まざ ま な 「ごみ」 が 出 され 、

その結 果 、 大気 や 河 川 な どの環 境 汚 染 が広 が って い ます 。 この対 策 と し

て、 あ な たが最 も よい と思 う もの は どれ です か 。

1.ご み は家 の外 に出 さず 、外 出時 の ごみ な ど も持 ち帰 って各 家 庭 で燃

や した り埋 め た り、 リサ イ クル した り して 自分 で処 理 す る。

2.外 に 出す ごみの 種類 を燃 え な い ごみ な どに制 限 し、 そ の量 も必要 最

少 限 に して、そ の他 の ごみ ほ 自分 で処 理 した り、リサ イ クル す る。

3.現 状 はが まん す るが、今 の生 活水 準 をお とさ ない よ うに して 、ごみ に

よ る環 境 汚 染 を滅 らす研 究 や方 策 を義務 づ ける 。その こと に よ って、ご

み 処理 料 金 が高 くな った り、各 家 庭 の 手間 が 増 え るの は や む を え ない 。

4.現 状 くらい が よい 。

5.生 活水 準 が 高 くなれ ば、 さ まざ ま な ごみ が 増 え る の は当 然 で あ り、

も っ と快 適 な生活 をめ ざ した方 が よい 。 その た め に現 在 よ りごみ に よ

る環 境汚 染 が 増 え るの は あ る程 度 しか たが ない 。

3)現 在 日本 で は乗用 車 や トラ ックな ど自動 車が 年 々増 え、 排 気 ガ スで大

気 が よ ごれ、 光 化学 スモ ッグな どの原 因に な って い ます。 ま た、年 間1

万人 の 死 亡者 を出 す交 通 事 故 も問題 とな って い ま す。 これ に対 して 、 あ

なた の意 見 に最 も近 い と思 う もの は どれ です か。

1.自 動 車 な どは い っ さい 使 わ ず、昔 の生 活 に も どる。

2.生 活 に ど う して も必 要 な車(救 急 車、 公 共 車、 生 活物 資 運 ぱ ん 車 等)

以外 は使 わ な い。

3.現 状 はが まん す るが、 技 術革 新 を急 ぎ、 排気 ガ スが 少 な く、 事 故 に

対 す る安 全牲 の高 い 車 をつ くる。 その ことに よ って車 の 値 段 な どが 高

くな るの は や む をえ な い。

4.現 状 くらいが よい 。

5.車 は現 代社 会 の 必需 品 と もい え、 非常 に人 間 の役 に立 って い るの で 、

車 が増 え る こ とで、 排気 ガ スで大 気 が よ ごれ る こ とや 、 交 通 事故 が 増

える こ とはあ る程 度 しか たが ない。

0

0

0
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4)電 力 の需 要 が ふ え、原 子 力 発電 が 行 われ る よ うに な りま したが 、 事 故

に よ る放射 能 漏 れや 放射 性 廃 棄物 の 処 理 な どの 問題 が 表 面 化 して きま し

た。 当 面 の対策 と して、 あ なた の意 見 に最 も近 い もの は どれ で すか 。

1.原 子 力 発電 は い っ さい禁 止 し、 電 力 は他 の エ ネル ギー 源 で まか な え

る分 だ け とす る。

2。 他 の エネ ル ギ ー源 を総 動員 し、 それ で も不 足 す る分 だ け原 子 力発 電

を許可 す る。

3.原 子 力 発電 所 の 数 を現 状 くらい に してお き、 電 力 需要 が増 えて も原

子 力発 電所 は これ 以上 増 や さない 。

4.原 子 力 発電 の割 合 を現 状 くらい に してお き、 電 力需 要 が増 えた ら原

子 力発 電所 も増 や す。

5.火 力 発電 な どに よる環 境問 題 を大 き く しな い ため に も、 原 子 力発 電

は今 後 の エ ネル ギー源 の主 力 と して も っ と開 発 を急 ぐ。

5)現 在 の技 術 に は環 境 へ 大 きな影響 をお よぼす もの が あ ります が、 も し

将 来 、 あ る新 技 術 を導入 す るか ど うか を決 め る と した ら、 どの基 準 で 判

断 す るのが 最 も適 当だ と思 い ますか 。

1.新 技 術 は 環境 に少 な か らず未 知 の 影響 をお よぼ すの で 、導 入 は 一切

しな い。

2.そ の新 技 術が 、 自然 破 壊 な どの 環箋 へ の 影響 や公 害 をほ とん どお よ

ぼ さない と思 われ る程 度 な ら導 入 す る。

3。 そ の新 技 術 で、環 境 へ の影 響 が 現 在 よ りも少 な くな る と考 え られ る

な ら、 経 済的 に少 々高 くつ い た と して も導 入 す る。

4.個 々の新 技 術 につ い て、環 境 へ の影 響 と経 済的 な面 な ど多 方 面 で の

人間 の得 る利 益 を考 え あわ せ て、 導入 す るか ど うか を決 め てい く。

5.そ の 新技 術 で、 エ ネル ギーや 経 済的 な面 な どい ろい ろ な面 で 人 間 の

得 る利 益 が大 きければ 、 現在 よ り環境 へ の 影響 が 少 々大 き くて も導 入

す る。

(24)次 の 問 い に答 え て下 さい。

1)125の20%は い くらです か。 あ て は ま る番 号 を一 つ選 ん で下 さい 。

1.6.252.12.503.154.255.50

2)1)に 回答 す るた め に、 あ な たは ど う しま したか 。 あ て は ま る番 号 を
一 つ選 ん で下 さい 。

1.暗 算 で計算 した

2.筆 算 で計算 した

3.電 卓 で計算 した

4.お よ その数 で計算 した

5.そ の 他( )

0

0

□

n
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C25)

1)

次 の 問 いに 答 え て下 さい。

C

A

l3α

/一 弓属
BX30

左 の図 の立 方 体 を図 の3点A、B、Cを

通 る平 面 で切 った と きで きる切 り口は 、

どの よ うな図形 で すか 。 あ て は ま る番 号

を一 つ 選 んで下 さい。

1.三 角 形2.四 角 形3.五 角 形4.六 角 形

51～4の どれ で も な い

2)1)に 回 答 す る ため に、 あな た は ど う しま した か。 あ て は ま る番号 を
一 つ 選 んで 下 さい。

1.自 分 で考 え た

2.立 方 体 を実際 に切 って調 べ た

3.本 を見 て 調 べた

4.他 の人 に 聞 いた

5.そ の 他()

(26)次 の問 い に答 えて下 さい 。

1)恒 星 とは どの よ うな もの で すか 。 あ て は まる番 号 を一 つ選 ん で下 さい。

1.た とえば 、地 球 の よ うに 太陽 の まわ りを回 って い る天 体

2.た とえば 、月 の よ うに地 球 の まわ りを回 って い る天 体

3.た とえば 、金 星 の よ うに 太陽 の 光 を反 射 して光 って い る天 体

4.た とえば、 太 陽 の よ うに 自分 か ら光 を 出 して い る天 体

5.た とえば、 ア ン ドロ メダの よ うに た くさん の星 の集 団

2)1)に 回答 す るため に 、 あ なた は ど う しま したか 。 あ て は まる番 号 を
一 つ 選 ん で下 さい

。

1.自 分 で考 え た'

2.辞 書 、事 典 で 調 べ た

3.昔 の 教科 書 で 調 べ た

4.他 の 人 に聞 い た

5.そ の 他( )

(27)次 の 問 い に答 え て下 さい。

1)硫 黄 は、常 温 では どん な状態 です か。 あて は まる番 号 を一 つ 選 ん で下

さ い 。

1.気 体2.液 体3.溶 液 4.金 属 固体5.金 属 以外 の固 体

2)1)に 回答 す るため に、 あ なた は ど う しま したか 。 あ て は ま る番号 を
一 つ 選 ん で下 さい。

1.自 分 で考 え た

2.辞 書 、事 典 で 調 べた

3.昔 の教 科 書 で調 べ た

4.他 の人 に聞 い た

5.そ の他( )

0

0

0

0

0

C7

以上 で質 問 は終 わ りで す。 ご協 力 あ りが と うござ い ま した。
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